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973.67億円
（前年同期比106.0%）

売上高

85.48億円
（前年同期比102.9%）

営業利益

中間21.5円
1株当たり配当金

89.07億円
（前年同期比104.0%）

経常利益

58.03億円
（前年同期比102.7%）

親会社株主に帰属
する四半期純利益

89.0785.64
74.45

180.00
（予想）

58.0356.5348.42

115.30
（予想）

193.81

162.74

122.11
107.77

2,616.192,451.79 2,472.34

49.0
50.350.3

1,289.231,238.50 1,249.80

1,875.091,863.49
1,950.00
（予想）

第58期
（2020.03）

収益認識基準適用前 収益認識基準遡及適用 収益認識基準適用後

第59期
（2021.03）

第60期
（2022.03）

第59期中間
（2020.09）

第59期期末
（2021.03） 

第60期中間
（2021.09）

第58期
（2020.03）

第59期
（2021.03）

第60期
（2022.03）
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　総資産／純資産／自己資本比率 　経常利益／純利益

　株主の皆さまには平素から格別のご高配を賜り、誠にありが
とうございます。

　新型コロナウイルス感染症は、ワクチン接種の進展等に相まっ
て新たな局面を迎えておりますが、引き続きご自愛いただきま
すよう、お願い申し上げます。
　当上期は、内食需要が続く中、新しい生活様式として拡大・
定着したテイクアウト・デリバリー需要を確実に捉え、エコ製
品に対して改めて高い評価をいただきました。
　下期におきましては、上期から続いていた原油価格の上昇に
より、原材料のさらなる高騰が避けられない状況となっていま
す。グループの総力をあげて、生産、物流、営業、管理それぞ
れの現場で小さな無駄を排する取り組みを一つ一つ積み重ねて
生産性向上を図るとともに、時代が食品トレー・容器に求める
機能、デザイン、品質、サービスを追求していくことにより、
株主の皆さまのご期待にお応えしていく所存です。
　併せて、循環型社会の構築やSDGsの実現に向けて、食品ト
レー・容器メーカーとしてできることを常に探求して実践に移
し、企業価値の向上に努めてまいります。

　これからも一層のご支援ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し
上げます。

　当第２四半期連結累計期間の売上高は、内食需要に
支えられ、スーパーマーケット向け容器の出荷が堅調
に推移し、また、テイクアウト・デリバリーの市場が引
き続き拡大したことにより、973億67百万円（「収益認
識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適
用）となりました。
　利益面におきましては、製品販売量の増加や生産・
物流現場における稼働率の向上、自動化の推進等への
取り組みによる改善効果があった一方、原料価格の上
昇、人件費や労務費の増加により、営業利益は85億48
百万円、経常利益は89億７百万円、親会社株主に帰属
する四半期純利益は58億３百万円となりました。
　なお、原料価格の上昇が期初想定を上回ったことに
より、期初計画に対して、営業利益は２億30百万円の
未達、経常利益は１億90百万円の未達となりました。

代表取締役社長

株主の皆さまへ 連結業績ハイライト
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感謝の盾 「感謝の盾」記載全文

皆さまのおかげでエフピコ方式のリサイクルは30周年を迎えました
ご協力に心から感謝申し上げます

環境負荷をさらに低減させるために

CO2削減効果（バージン比） 太陽光発電
による削減効果

PET回収原料
配合比率増加
による削減効果

年間の使用電力量
約650万キロワット時（kWh）

2022年２月見込み

2020年３月期 2023年３月期 2025年３月期

2023年３月末まで

SDGsの実現に向けて

1990年にスタートしたエフピコ方式のリサイクルは、30周年を迎えました。このリサイクル活動は、消費者
の皆さまが回収ボックスに使用済みトレーやペットボトルを持ってきてくださることから始まり、スーパー
マーケット様、包材問屋様のご協力をいただい
て実現しています。この度、永年ご協力いただ
いているお取引先様399社に感謝の気持ちを
込めて、感謝の盾を贈呈させていただきました。
今後もさらなるリサイクル事業拡大を目指し
てまいります。

エフピコは自らリサイクル活動を行うだけでなく、
環境保全・保護、環境教育など様々な環境活動に助
成しています。2022年３月
期は、14団体様の活動へ助成
を拡大しました。当社グルー
プ従業員、家族も積極的にこ
れらの環境活動に参加して
います。

三井物産プラントシステム株式会社と太陽光発電
の協業を開始し、関東エコペット工場と関東八千代
工場で設置工事に向けた準備を進めています。稼働
開始は2022年２月の予定です。

さらに、中部エコペット工場・中部ハブセンター、関西
ハブセンターの３拠点にも順次導入し、関東・中部・
福山のリサイクル工場で使用する電力相当量（年間約
650万kWh）の再生可能エネルギーをまかないます。
これにより、再生原料をCO2排出量ゼロで製造し、エコ
トレーのCO2排出量削減効果を高めてまいります。

再生原料を使用した発泡容器「エコトレー」と透明容器「エコAPET・OPET」は、バージン原料を使用したと
きに比べ、CO2排出量を30％削減することができます。太陽光発電に加えて、エコ製品の回収原料配合比率
を高め、CO2排出抑制効果を高めてまいります。さらに製品の軽量化・薄肉化、CO2排出の少ない樹脂等素材
の研究開発を進めています。

お取引先様と共同し、全国の子ども食堂に、弁当容
器・汁物容器等を提供しています。容器提供は2020
年５月以降で
６回におよび、
累計476,000
セットを寄贈
しました。▲宮島ネットワーク様

宮島と周辺の海洋環境の維持
と生態系の保全

▲湘南クリーンエイドフォーラム様
神奈川のビーチクリーン活動をワンボイ
ス化プロジェクト

▲認定NPO法人びわ湖トラスト様
琵琶湖におけるマイクロプラスチック
の調査と子どもたちの環境教育の推進

� 一般社団法人▶
熊本県こども食堂
ネットワーク様

エフピコ環境基金助成活動 全国の子ども食堂へ食品容器を寄贈

再生可能エネルギーの導入

エコ製品の回収原料配合比率向上

エコトレー

エコAPET

エコOPET

福山リサイクル工場

中部リサイクル工場

関東リサイクル工場

太陽光発電
関東エコペット工場
関東八千代工場
313万kWh

全量を
太陽光発電でまかなう
関東エコペット工場
関東八千代工場
中部エコペット工場
中部ハブセンター
関西ハブセンター
650万kWh

引き続き、エフピコのリサイクル活動へ
ご協力をよろしくお願いいたします。

ｰ30％ ｰ37％エコトレー

ｰ30％ ｰ33％ ｰ41％エコAPET
エコOPET

感 謝
『貴社は永年にわたり使用済み食品トレーの回収に携わり
4者一体のエフピコ方式トレーtoトレーリサイクルを通じて

地上資源循環活動に多大なるご協力を頂きました
エフピコ方式のリサイクルが三十周年を迎えるにあたり

ここに感謝の意を表し記念の盾を贈呈いたします』

令和３年２月吉日
株式会社エフピコ 代表取締役社長

佐藤守正
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2021年９月、中部ハブセンターに製品の納品
エリアに応じて仕分を行う自動ソーター出荷シ
ステムを配置した第２棟が完成しました。また
当設備の増築により、中部地区の保管能力は約
25％増加しています。

兵庫県小野市に、敷地面積約48,000㎡の新工場
と自動ソーター出荷システムを備えた新拠点配
送センターを建設中です。2022年９月完成予定
で、エコ製品等生産能力の増強と在庫保管能力
26万ケース増を見込んでいます。

製品を安定してタイムリーにお届けするために、
生産工場と物流施設である配送センター・ピッキ
ングセンターを同敷地内もしくは近隣に設けて拠
点化しています。自社物流システムを最大限に活
かし、製造後すぐに運ぶという理想的な製品供給
網を構築しています。

エフピコ製品の魅力を広くお伝えするために、Instagram・
YouTube・LINEなどSNSによる情報発信を積極的に進め
ています。お客様からも好評でアカウント登録者も順調に
増えています。

ト ピ ッ ク ス

T O P I C S

新たなエフピコの魅力発信

▲中部ハブセンター ▲関西工場・関西ハブセンター

パックマーケットは、業務用包装資材・容器・消耗品をス
マートフォン・PC・タブレットから、いつでも簡単に注
文ができるオンラインショップです。テイクアウト・デリ
バリー容器の需要拡大に伴い、会員登録数が急増するとと
もに、新たな顧客の獲得につながっています。

皆さまからのポジティブな“イイね”　　を励みに頑張っています

SNS もぜひご覧ください

Instagram LINE YouTube

fpco.info ＠629njlmr エフピコTV

新製品や
美味しい情報を
毎日投稿

新製品情報を
火・金に配信

新製品・お役立ち情報
環境・リサイクルの
情報を発信

アプリで、
お買い物を

もっと便利に!

関西 中部

福山

関東

北海道

東北

八王子

東海九州

これにより、全国９カ所の拠点配送センターから

半径150km圏内で、主要都市を含む
全人口の７割をカバーできる
物流ネットワークが完成します
（2022年９月予定）

さらなる安定供給へ
自動ソーターを備えた　
中部ハブセンターが完成

関西工場・関西ハブセンター
建設中
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日
定 時 株 主 総 会 毎年6月
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　
大阪証券代行部
〒541-8502　
大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
TEL ０１２０–０９４–７７７（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 株式会社東京証券取引所

公 告 の 方 法 電子公告
公告掲載URL　https://www.fpco.jp/

（ただし、電子公告によることができない
事故、その他やむを得ない事由が生じたと
きは、日本経済新聞に公告いたします。）

（ご注意）
1．‌�ご住所・お名前の変更、単元未満株式の買取・買増請求、

配当金受取方法の変更などについては、お取引のある証券
会社にお問合せください。

2．‌�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまし
ては、左記特別口座の口座管理機関にお問合せください。な
お、三菱ＵＦＪ信託銀行全国各支店でもお取次ぎいたします。

3．‌�未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本店及び
全国各支店でお支払いいたします。

社 名 株式会社エフピコ
FP CORPORATION

福 山 本 社 〒721-8607
広島県福山市曙町一丁目13番15号
TEL 084-953-1145（代表）

東 京 本 社 〒163-6036
東京都新宿区西新宿六丁目8番1号
新宿オークタワー36Ｆ
TEL 03-5320-0717（代表）

設 立 1962年7月24日
資 本 金 13,150,625,630円

会社の概況（2021年9月30日現在）

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

240,000,000株
84,568,424株

4,478名

株式の状況（2021年9月30日現在）

株 主 名 持株数（千株） 持株比率（%）

株 式 会 社 小 松 安 弘 興 産 28,778 35.17
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　 7,438 9.09
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 5,332 6.52
積 水 化 成 品 工 業 株 式 会 社 3,165 3.87
株式会社日本カストディ銀行（信託口９） 2,335 2.85
株 式 会 社 西 日 本 シ ティ 銀 行 1,760 2.15
エ フ ピ コ 共 栄 会 1,538 1.88
株 式 会 社 も み じ 銀 行
常任代理人　日本マスタートラスト
信 託 銀 行 株 式 会 社

1,525 1.86

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（退職給付信託積水化成品工業口） 1,200 1.47

第 一 生 命 保 険 株 式 会 社
常任代理人　株式会社日本カストディ銀行 1,102 1.35

（注）	 １．持株数は、千株未満を切り捨てて表示しております。
	 ２．持株比率は、自己株式数（2,735,080株）を控除して計算しております。

大株主の状況（上位10名）（2021年9月30日現在）

株式分布状況（2021年9月30日現在）

● 金融商品取引業者
　 0.45%

● その他の法人　
　 40.04%

● 金融機関
　 35.71%

● 自己株式
　 3.23%

● 個人・その他
　 9.90%

● 外国法人等
　 10.67%

株 主 メ モ


